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１階　トラックバース ３階　倉庫

　埼玉県加須市で「（仮称）加須道目プロジェクト」と
して建設を進めてきました「加須物流センターⅡ」が完
成しました。工業団地を有するエリアに土地を取得し、
物流施設に求められる基本的なスペックを備えた施設を
建設することで幅広い需要に応えられるようにしていま
す。東北自動車道の加須ＩＣや羽生ＩＣを経由して首都
圏中央連絡自動車道（圏央道）にもアクセスしやすく、
広域的な搬送にも適した立地となっています。

　建物は３階建ての整形ボックス型で、１階部分に計
台分のトラックバースを集約配置しました。荷物用エレ
ベーターと垂直搬送装置を各２台設置して、２～３階の
倉庫に荷物を搬送できるようになっています。倉庫の床
荷重は１㎡当たり．ｔ、天井高は．ｍで、さまざまな
品物を扱う幅広い倉庫需要に応えることができます。
　テナント企業２社程度の入居を想定した造りとなって
いますが、１社で１棟まるごと専有いただくことも可能
です。複数のテナント企業が入居する大型マルチタイプ
とは異なり、高いセキュリティーが求められる物流施設
としての運用にも十分応えられるようにしています。冷
凍冷蔵設備の追加設置など、設備面でもテナント企業の
要望に柔軟に対応できるようにもなっています。
　当社では、今回完成した物流施設をご利用いただくテ
ナント企業の事業活動の発展に貢献していきたいと考え
ております。

■工　事　名　称：（仮称）加須道目計画新築工事
■建　物　名　称：加須物流センターⅡ
■工　事　場　所：埼玉県加須市道目他９筆
■建　築　主：ＪＡ三井リース建物株式会社
■設計・監理：前田建設工業株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：前田建設工業株式会社関東支店　
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：柱ＲＣ造、梁Ｓ造
■階　　　数：３階
■工　　　期：年１月日～年３月日

（写真提供：前田建設工業株式会社）

　ＪＡ三井リース建物（東京都中央区、工
藤真樹社長）が（仮称）加須道目プロジェ
クトとして埼玉県加須市で建設を進めてき
た「加須物流センターⅡ」が完成した。工
業団地のあるエリアで東北自動車道や首都

圏中央連絡自動車道（圏央道）にもアクセ
スしやすい用地を確保。物流施設に求めら
れる基本的なスペックを備えることで、企
業の幅広いニーズに対応できるようにし
た。設計と施工は前田建設が担当した。

荷物用エレベーター、垂直搬送機


